
【新学術領域研究（研究領域提案型）】 

生物系 

 
研究領域名  配偶子インテグリティの構築 

 

 

 

九州大学・大学院医学研究院・教授  林
はやし

 克彦
かつひこ

 

 
研究課題番号：18H05544  研究者番号： 20287486        

【本領域の目的】 

 生殖細胞系列は次世代の個体を作るために、様々
な過程を経て、最終的に配偶子（卵子や精子）に分
化する。配偶子は実質的には次世代の細胞であり、
その品質は発生率や個体の健常性を左右する。本領
域は、配偶子が形成される過程において、受精能や
発生能を保証する機能的な完成度「配偶子インテグ
リティ」がどのように構築されるかを理解して、再
構築することを目的とする（図１）。 
 最近、本領域の研究者らにより、体外培養で配偶
子を産生する in vitro gametogenesis が報告された。し
かしながら、産生される配偶子の受精能や発生能（い
わゆる配偶子インテグリティ）は、生体内の配偶子
に比べて極めて低いレベルにとどまる。本領域では、
生体内の配偶子形成と in vitro gametogenesis との比
較を通じて、配偶子インテグリティをつくる物質的
基盤の解明、配偶子インテグリティを持つ細胞の選
択機構の解明を行う。また、これらを体外培養で再
構築することにより、高いインテグリティを持つ配
偶子を産生する in vitro gametogenesis を確立する。こ
のとき、配偶子インテグリティを（胚発生を必要と
せず）予見的に評価する技術を開発し、これらの研
究を加速させる。これらの革新的技術の確立により、
基礎生物学・医学・畜産学・水産学等にまたがる新
たな学術領域を創成する。 

【本領域の内容】 

 本領域では、配偶子インテグリティを再構築する

研究(A01)、配偶子インテグリティの予見技術の開発

と物質的基盤を明らかにする研究(A02)、生体内にお

いて配偶子インテグリティを持つ細胞を選択する機

構を解明する研究(A03)で構成される。 

 A01 では高いインテグリティを持つ配偶子を産生

する in vitro gametogenesis を開発する。培養条件

の検討のほか、生体内の生理活性物質の単離、新規

培養デバイスの開発、支持細胞の再構築を行う。マ

ウスを基軸として、様々な動物種への応用を試みる。

A02 では、最先端のイメージング技術や情報処理技

術を用いた革新的な方法を開発し、配偶子のインテ

グリティを非破壊的に評価するシステムを開発する。

これらの評価により仕分けされた配偶子を比較する

ことにより、配偶子インテグリティの物質的基盤を

解明する。A03 では、生体内の生殖細胞集団のサイ

ズを、最新技術を用いて測定する。また、そのサイ

ズの増減と相関する遺伝子発現を明らかにする。さ

らには、細胞集団サイズの制御の破綻が配偶子イン

テグリティに与える影響を明らかにする。 

 これらの研究を有機的に連動させることにより、

生体内における配偶子インテグリティの構築機構へ

の理解を深めるとともに、in vitro gametogenesis

を革新的技術として確立する。 

 

【期待される成果と意義】 
 配偶子インテグリティの物質的基盤の解明により、
生殖細胞の品質を規定する分子の同定が期待さ
れる。また、細胞集団レベルでの配偶子インテグ
リティの構築機構の解明は、様々な動物種におけ
る生殖戦略や進化を考える上で重要な知見とな
る。一方で、in vitro gametogenesis が最適化され、
多くの研究者が容易に再現できる培養システムが構
築される。これにより配偶子の安定的な産生、発生
率の向上が見込まれ、様々な実験に適合させること
ができる。これらは生殖細胞研究における新しい
概念や方法論を確立するほか、ヒトの in vitro 
gametogenesis の是非を議論する上での科学的根
拠を提供する。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 30 年度－34 年度 
  1,181,700 千円 
 
 

【ホームページ等】 
https://www.gamete-integrity.com 


